
学校番号 1011 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「標準現代文Ｂ」（第一学習社） 

副教材等 

プレミアムカラー 国語便覧（数研出版） 

リード現代文２基本（啓隆社） 

常用漢字ダブルクリア 三訂版（尚文出版） 

常用漢字ダブルクリア 別冊徹底トレーニングノート（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、

考え方を深め、国語力の向上を図り人生を豊かにする態度を養います。 

また、文章を読む力をつけるだけではなく、文章構成や表現力を身に付け、相手に伝えることを意

識した文章を書くことを目標として授業を進めます。 

ただ文章を読んで答えを考えることも大切ですが、教材を読む中で様々なものの見方や考え方を学

ぶことや、自分の考えを相手に伝えられる実用的な力を身に付けるということも意識をして学習を

進めてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・論理的な文章について、論理の展開や要旨を的確に捉えるよう指導する。 

・文学的な文章について、人物、情景、心情などを的確に捉えるよう指導する。 

・語句の意味、用法を理解し、語彙を豊かにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a 関心・意欲・態度 b 話す・聞く能力 c 書く能力 d 読む能力 e 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力
を進んで高めると
ともに、言語文化
に対する関心を深
め、国語を尊重し
てその向上を図ろ
うとする。 

目的や場に応じ
て効果的に話し
的確に聞き取っ
たり、話し合った
りして、自分の考
えをまとめ、深め
ている。 

相手や目的，意図
に応じた適切な
表現による文章
を書き、自分の考
えをまとめ、深め
ている。 

文章を的確に読
み取ったり、目的
に応じて幅広く
読んだりして、自
分の考えを深め、
発展させている。 

伝統的な言語文
化及び言葉の特
徴やきまり、漢
字などについて
理解し、知識を
身に付けて い
る。 

評
価
方
法 

・記述の点検 

・グループワーク 

・グループワーク 

・発表 

・記述の点検 

    分析 

・プリント 

・記述の点検 

    分析 

・プリント 

・記述の点検 

・確認テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

わ
た
し
は
あ
な
た
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い ・随想の読み方を習得する。 

・具体例と抽象的な記述との関係を

理解する。 

・他人の立場に立って想像してみる

ことの重要性について、自己の生き

方に引きつけて考える。 

○ ○ ○ ○  a:筆者の考えを参考にして、「言葉」について思

索を深めている。 

b:筆者の考えを自分の言葉で話せる。 

c:筆者の主張について具体例を整理しながら書

くことができる。 

d:筆者の主張や主題を具体例を整理して理解し

ている。 

記述の点検 

記述の分析 

確認テスト 

「
私
」
と
い
う
「
自
分
」 

・随想の読み方を習得する。 

・具体例と抽象的な記述との関係を

理解する。 

・「自分らしく生きる」ことについ

ての筆者の捉え方を理解し、自己の

生き方に引きつけて考える。 

○  ○ ○ ○ a:筆者の考えを参考にして、主題について思索を

深めている。 

c:筆者の主張について根拠を整理しながら書く

ことができる。 

d:具体例や根拠を整理しながら、筆者の主張や主

題を読み取ることができる。 

e:表記、表現などの特徴を理解している。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子 

確認テスト 

デ
ュ
ー
ク 

・現代小説のおもしろさを味わい、

読解のしかたを習得する。 

・場面における登場人物の言葉、行

動から、その心情を読み取る。 

・最後の場面やその後の主人公の心

情について考える。 

○  ○ ○  a：作品の主題に迫り、登場人物の心情を理解し

て読解する。 

c:登場人物の行動の意図を根拠に基づいて書く

ことができる。 

d:小説の展開や主題を心情や行動変化に即して

読むことができる。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子 

二
学
期 

ヒ
ト
は
な
ぜ
ヒ
ト
に
な
っ
た
か 

・論理的な文章の読み方を習得する。 

・ヒトの祖先がたどってきた変化に

ついて的確に読み取る。 

・ヒトの進化や他の動物との違いの

背景にある要因について考える。 

○  ○ ○  a:筆者の主張を自分たちの生活と結びつけて考

えを深めている。 

c:具体例から読みとった筆者の主張を自分の言

葉で書くことができる。 

d:評論の構成に注目しながら筆者の最も言いた

いことを読み取ることができる。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子 

確認テスト 

そ
こ
に
ひ
と
つ
の
席
が 

・現代詩の鑑賞のしかたを習得する。 

・詩にこめられた情景や心情を読み

取る。 

・作品の主題をまとめる。 

○  ○ ○ ○ a:各連における表現を味わいながら読める。 

c:作品から感じたことや作者の考えを自分の言

葉で表現することができる。 

d:表現上の特色を理解し、作者の考えをとらえる

ことができる。 

e:文体や修辞などの表現上の特色を理解するこ

とができる。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子 

 

相
棒 

・現代小説のおもしろさを味わい、

読解のしかたを習得する。 

・時間の経過に伴う登場人物の性

格・心理・行動の変化を読み取る。 

・題名にこめられた意味について考

え、発表する。 

○  ○ ○ ○ a:作品の主題に迫り、自分の生活と結びつけて考

えることができる。 

c:登場人物の心情や行動の意図を理由とともに

書くことができる。 

d:登場人物の関係とそれぞれの人物像を、行動や

発言から的確にとらえることができる。 

e:同訓異字や慣用句を正しく書いたり読んだり

することができる。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子 

確認テスト 

三
学
期 

こ
こ
ろ 

・近代の代表的な長編小説を読解す

る。 

・登場人物の性格・心理・行動を読

み取り、その変化をつかむ。 

・登場人物の生き方と、自己の生き

方とを対比して、考えたことを自分

の言葉でまとめ発表する。 

○ ○  ○ ○ a:登場人物の性格・心理・行動を読み取り、その

変化をつかんでいる。 

b:登場人物と自己の生き方を対比して自分の言

葉で意見を述べることができる。 

d:他者とのかかわりの中で変化する、「私」の気

持ちを理解している。 

e:小説の舞台となっている時代やその背景につ

いて理解している。 

記述の点検 

記述の分析 

活動の様子

確認テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


